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2017年競技設定

「井の頭恩賜公園100周年に相応しい、短編映画を完成させろ」

開園 100周年

公認イベント
＋ 

ぶ'ttt井の頭恩賜公園
tt++lOO年実行委員会

＋ ▲ 2016年10月30日（土）、武蔵野公会堂で基本構想を発表！！

世界の映像クリエ ー タ ー から
“
憧れの地むさしの

”
と言われる日を目指して
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・氏名　・連絡先等

・経歴（閲覧可能な過去作品があればＵＲＬ表記）

・自己アピール　・制作予定の作品構想

・募　集　期　間：2017年

・受け付け方法：指定サイト内より送信

・一　次　選　考 : 送信情報から１０名程度に絞る

・最　終　選　考 : 面接で３～５名を決定、５月末（日程については後日連絡）

・２０分以内の短編映画

・井の頭恩賜公園１００周年記念作品に適うもの

・地元での撮影は、事前に実行委員会に報告し了承を得ること

・制作費サポート企画に参加すること

サポート企画① クラウドファンディングの個別アップにチャレンジする

サポート企画② スポンサー候補へのプレゼンテーションにチャレンジする

（上記２点を遂行するためのノウハウ提供・サポート有り）

・必ず作品を完成させる強い意志を持つこと

・来場者の投票などを加味して、審査員が協議のうえ決定

・実行委員会と相談・協力して、国内外の映画祭へ積極的にエントリーする

・地元を中心とした上映会開催での作品無料提供（競技会後 1 年間）

・メイキングを含めたＤＶＤ制作の許諾

・ムービンピックＨＰへの情報アップ協力

第２回を最後に、ムービンピック競技を行う
ことが叶いません。 資金難が最大の理由で、
いくつかの助成金にチャレンジしてみました
が、映画祭としての要件を満たせないとご指
導されたこともありました。行き詰っている
時「良い企画だから」と、市民文化祭参加を
斡旋してくださり、ムービンピックを目指す
ためのイベントを開催することが出来ました。 

井の頭恩賜公園は「むさしの」シンボル的存在。
その井の頭恩賜公園が開園100年を迎えるのを
祝うために、公園はもとより、公園近くの街
並やお店、景観、パフォーマンス、思い出な
どをテーマにした 3 分以内のショートムー
ビー作品を募集しました。公園を愛する人た
ちと、武蔵野公会堂の大スクリーンにて上映
し、100 周年を盛り上げました。

当初、映像業界のオリンピックを目指す企画も、
地道な実現可能路線へと修正とすることで、輝
いていたはずの構想が色褪せることがありま
す。映像制作競技と言うからには、多くの競技
種目があり、多くの参加者がいて当然です。初
心に戻り、映像制作競技を再開いたします。

今までの映画祭は “作品を集めて” 上映し、
優劣を審査するスタイルですが、 “人（映像
クリエイター）を集めて” 、地元の人たちと
共に、制作過程を楽しみながら創り上げた
作品で勝負する。ムービンピック構想は、
そんな新スタイルの映画祭を目指しスタート
しました。

2012 年 11 月３日、「ムービンピック」を核に
して、「むさしの吉祥寺映画フェスティバル」
と命名されたイベントが、吉祥寺のバウスシ
アターをメイン会場に開催されました。些細
な雑談から始まった企画が実際に形になった
訳で、開催までには、実に様々な人が集まり、
多くのアイデアが提案されました。“観る映画
祭から、創る映画祭へ”、当初の４８時間構想
から２４時間と、さらに過酷さを増したルー
ルで開催したのが初回ムービンピックでした。 

武蔵野市で多くのイベントが開催されており、
映画フェスティバルとそれらを共存させる困
難さが大きな障害となり、ムービンピック実
行委員会が独立する形で残りました。なんと
か開催に漕ぎ着けた第二回ムービンピックは、
熱き映像クリエーターたちの奮闘で、「初回よ
りもクオリティの高い作品が完成したね」と
審査員を驚かせました。規制されたルールの
中で観賞に値する作品が作れるのだと、プロ
の既成概念に一石を投じた結果となりました。


